






































































































































































































































































































　　　　月煤@ 局 S58S月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 S59P月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ?
酸　異　常 0 0 1 6 6 0 5 3 8 0 0 3 0 4 0 0 36
42教育学部
アルカリ異常 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 6
酸　異　常 8 0 0 3 0 1 2 1 0 0 0 5 4 7 6 3 40
61理　学　部
アルカリ異常 7 0 0 2 0 0 1 1 1 3 0 2 0 0 2 2 21
酸　異　常 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0
工　学　部
アルカリ異常 0 0 1 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 11 21 9 52
52
一教　養　部 酸　異　常 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
アルカリ異常 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3
3
? 15 0 3 16 12 1 8 5 9 3 0 13 8 22 29 14 158
（単位：回）
今後も異常が続くようなら部局のpH特性に応じた中和槽の設置などを検討していきたいと思う。
5　その他の水質トラブル
　　水質で次に問題が多いのは水銀である。毒性の問題や後処理の困難さを考えると一番やっかいな
　水質汚濁物質といえよう。排水基準が0．005ng／！（日本人1億人から身体半分を見つけだす量）
　と非常に厳しいため，極わずかの量を流した時でも基準オーバーになってしまう。そのため，最近
　水銀を使う学生実験を全廃にしてしまった部局もあるが，環境管理センターの真意とするところで
はない。センターとしては，使用者の環境科学教育による啓蒙と流れてしまった低濃度水銀の処理
技術開発という両面から，徐々にではあるが体制作りをし，化学実験にとって不可欠ともいえる水
　銀使用の復活に協力したいと考えている。
　　水銀以外の重金属類については排水基準が水銀に比べ約千倍ゆるやかなため，鉛を除けばほとん
　ど問題はない。鉛は過去に排水基準オーバーがあったため，図2の部局pH槽で毎月1回行われる
水質分析の対象に加えられている。
　　排水基幹整備により常時監視するようになったCOD（化学的酸素要求量）は，10㎎／4前後で
　推移し，比較的うまく処理されているようである。ところが大雨時には，土木工事にっきものの地
下配管への地下水の浸出があり，水量が何倍にも増すため汚濁負荷量がふえ，これには悩まされて
　いる。
　　岡山県条例の施行により59年10月から新しく指導を受けるようになった窒素とリンは，近い将来
水質トラブルの要因になりうる可能性があり，注意深く見守る必要がある。これについては後で詳
　述する。
6　実験用流しの取扱い
　　教職員・学生などの利用者に対する啓蒙活動を徹底していくためには，実験用流しと生活用流し
　を明確に区分する必要がある。津島キャンパスだけでも数千個の流しがあるといわれているが，実
験用流しはすべて水質汚濁防止法上の特定施設に該当するため，設置時に県当局へ届出されている。
　ところが，設置後数年を経ると，研究上の都合等により用途変更や位置変更が行われる場合が少な
　くない。これらの行為は水濁法上の特定施設の構造等の変更に相当し，法的な届出が必要になって
　いる。にもかかわらず，現在のところ法解釈の不徹底もあって逐一届出されているとはいえない状
況のように思われる。しかし今後は，センターで最近編集した「岡山大学における環境関係学内規
程並びに関連法令集」などを参考に，担当部局で届出を行うよう改めていってほしい。
　　流しの区分は現状では実験洗浄系と生活系との判別が難しいので，区分方法をセンターで検討し
　ている。近く結論が出ると思うので，その節は協力願いたい。区分がはっきりすれば利用者に対す
　る指導・監督もこれまで以上に徹底されてくると思う。
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7　窒素・リンの排出抑制
昭和59年4月1日目「岡山県公共用水域の富栄養化防止対策推進要綱」5）が施行され，同年10月
1日から適用されることになった。この要綱では，工場・事業場について「リンの指導基準」を設
定することなどにより，窒素・リン等の排出削減が計られることとなった。
　環境管理センターは，施設部経由で県当局からこの通知を受け，直ちに運営協議会（議長：セン
ター長）での協議を経て，全学の運営委員会（委員長：センター長）へ提出，検討してもらった。
その結果，窒素・リンは水質に関することだから最終的には環境管理センターで担当することには
なろうが，将来規制強化を伴う重大な課題なので，まず全学の公害防止対策委員会で方向付けをし
てもらったうえで取組んでいくのが適当ではなかろうかという結論に到達した。
　参考のため，今回の要綱の要点を以下に示す9）
（1）　リンの指導基準
　　今回の窒素・リンの排出削減はCODの総量規制に続くもので，将来総量規制へ進む第一段階
　と考えられよう。この要綱ではリンのみに指導基準が設けられたが，早晩窒素についても同様の
　基準が設けられることになろう。また，、7月に成立した国のいわゆる湖沼法も県条例をあと押し
　するものになるので，県条例と合わせ注目に値する。
②　適用対象事業場
　　リンの指導基準の適用対象事業場は，水質汚濁防止法に基づく特定事業場で，排水量SO〃f／日
　以上のものとなっているので，岡山大学津島地区が該当する。鹿田地区・倉敷地区については公
　共下水道が整備されているので，水濁法の適用を受けず，今回も適用外となる。
（3）指導基準値
　　業種・排水量等の区分により，指導基準値が異なるが，本学においては実験系洗浄排水・生活
　系排水とも5㎎／eがリンの指導基準となっている。
（4）リン削減の方途
　　原材料・副原材料の使用状況，生産工程等を細かく見直すことにより，リン及びその化合物の
　使用削減を指導基準への適合を目標に可能な限り図ることとしている。
（5）窒素の削減
　　窒素はリンとともに富栄養化の主たる要因物質であるが，現時点ではリンと同様の指導基準を
　設定するまでには至っていない。そのため，当面は各事業場の実態に応じて，原料・副原料の転
　換，窒素含有添加物の削減，高濃度窒素含有物の回収，し尿処理施設の改善などにより削減の指
　導を行うこととなっている。
｛6）そ　の　他
　　排水処理施設等の維持管理上からも，窒素及びリンに係る排出水の汚染状態について測定・把
　下しておくことが必要で，これらの測定結果について年に数回報告を求めるとしている。
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　また，瀬戸内海環境保全特別措置法第5条第1項の規定による特定施設の許可申請に際しては
排出水及び窒素・リンの量を届出なければならない。
　これら諸点から，本学では津島地区に限らず他地区においても，可能な限り窒素及びリンを含
む原材料・副原材料の転換・削減に努力すべきと思う。その第一段階として，現在学内で使われ
ている洗剤類をすべて無リン洗剤へ転換することをまず実施すべきではないかと思う。
　本学の水質環境管理システム（図1）は，多品種・少量排水の処理システムの一例としてある
程度の成果を挙げている♪～8）しかしながら，図1からもわかるように実験系洗浄排水は通常未
処理のまま公共用水域へ放流されている。もちろん，水質汚濁物質を含んだ廃液は無機・有機・
写真の実験廃液はセンターの処理施設で適正に処理されてL）る。ところが，誤まって濃厚な実験廃
液を流しに廃棄してしまった場合には，現在の設備では対応が実際上無理である。一応，最終検
水槽と並列に貯留槽が設けられ，万一の場合に対応可能なよう見せかけてはいるが，実際水質異
常に気付いてバルブ操作を行おうとした時には，もう既に汚濁物質は放流されてしまっていること
が多い。また実験系洗浄排水の系統には最終検水槽へ入いる前に二重破線で囲んだ処理施設が記
されているが，これは幻の処理施設で，理想的にはこの位置に処理施設を持ち水質管理に万全を
期したいわけだが，予算要求上の壁もあり実現は不’可能に近い。
　ここまで書いてくると，話は最初に戻ってしまう。大学の環境管理はこのセンター報を通じて
フィードバンクされた情報に，技術指導員や水質管理員の諸氏をはじめとする大学の構成員全員
が，真摯に耳を傾け，それぞれの立場から排出者責任を果たしてもらう以外に解決の方法がない
ように思う。
　環境管理センターは，今後もあらゆる方法によりその高揚徹底と啓蒙とを図っていく所存です
ので，ご協力とともにご意見・ご希望をお寄せくださるようお願いします。
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岡山大学水質環境管理規程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和58年4月22日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：　i，一．T　1．．　1　H　JI　LL－h　r．　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山大学規程第29号
（目　　的）
第1条　この規程は，岡山大学における水質環境管理について定め，もって公害の発生を防止し，
　教職員，学生及び地域周辺住民の生活環境を保全することを目的とする。
（定　　義）
第2条　この規程において「水質環境管理」とは，前条の目的を達成するために，教育研究活動
　に伴い廃棄，排出され，水質を汚濁するおそれがある物質（放射性物質及びこれにより汚染さ
　れた物を除く。以下「水質汚濁物質」という。）を管理し，必要な措置を講ずるこ：とをいう。
2　この規程において「部局」とは，事務局，学生部，各学部，教養部，各附置研究所，附属図
　書館，医学部附属病院，医学部附属病院三回分院，保健管理センター，総合情報処理センター
　及び各学内共同利用施設をいう。
（学長の総括）
第3条　学長は，環境管理センター長の協力を得て，岡山大学における水質環境管理を総括する。
（部局の長の責務）
第4条部局の長は，部局における水質環境管理の責任者として法令等の定めるところに従い，
　当該部局における水質環境管理を行わなければならない。
（管理業務）
第5条　部局の長は，当該部局における水質環境管理に関し，次の各号に掲げる業務を行う。
　（1）水質汚濁物質の取扱者並びに水質環境管理にかかわる施設の利用者に対する指導・監督
　②　廃棄，排出される水質汚濁物質の質及び量の把握
　（3）水質環境管理にかかわる施設の維持管理
　〔4）その他水質環境管理のため必要な業務
（部局委員会）
第6条部局の長が水質環境管理のため必要があると認めたときは，当該部局に委員会（以下
　「部局委員会」という。）を置くことができる。
2　部局委員会は，当該部局における水質環境管理について必要な事項を審議する。
3　前項に定めるもののほか，部局委員会の組織，運営等については，当該部局の長が定める。
（取扱者及び利用者の義務）
第7条水質汚濁物質の取扱者は，法令等の定めるところに従い水質汚濁物質を取り扱うととも
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　に部局の長の講ずる措置に従わなければならない。
2　水質環境管理にかかわる施設の利用者は，部局の長の講ずる措置に従わなければならない。
（報　　告）
第8条　部局の長は，排水中の水質汚濁物質の質及び量に関する測定結果を記録し，環境管理セ
　ンター長を経由し，学長に報告しなければならない。
2　前項に定めるもののほか，部局の長は，当該部局の排水中の水質汚濁物質の量：又は濃度が法
　令等の基準を越えた場合は，必要な処置を講ずるとともに直ちに環境管理センター長を経由し，
　学長に報告しなければならない。
　附　　　則
この規程は，昭和58年4月22日から施行する。
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